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平成23年9月2日
公益社団法人日本看護協会

東日本大震災復旧・復興支援室

東日本大震災復旧・復興支援事業

～岩手県、宮城県、福島県における
被災会員の実態調査～

（経過報告）

平成23年度重点事業



日本看護協会の

東日本大震災における復旧復興支援活動

中長期的支援に向け、東日本大震災復旧復
興支援室を新たに設置し、平成23年度の重点
事業として、下記の事業に取り組みます。
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＜主な事業内容＞
◎被災会員の実態調査
◎被災地訪問看護ステーションの充実、強化
◎原発避難地域の保健活動の支援の検討
◎被災看護職の雇用や労働環境・条件問題の対策
と検討
◎被災地の女性や母子のケアに関する検討 など
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被災会員の実態調査：調査方法

3

 調査方法
○3種類の調査票を用いた郵送自記式調査

 調査期間
○平成23年5月10日～8月31日
施設および看護職員の状況は、平成23年5月1日時点の情
報を記載する。
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 調査対象者

○岩手県・宮城県・福島県看護協会会員で、下記の両方
に該当する者

・平成22年度会員と、平成23年度に継続および新規加入した会員

・地震と津波および、原子力発電所の事故により避難指示が出てい

る地域を含む支部に所属する会員と、会員の所属する施設



被災会員の調査結果
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 調査内容

 調査票回収状況（平成23年8月31日現在）

○回収率

調査票１および２…89.7 %

調査票３…………48.5 %

質問紙 対象者 主な質問項目

調査票1 会員の所属する施設
施設の被災状況、稼働状況、
看護職員数の概要

調査票2 会員の所属する施設 看護職員の安否・就業・居住の状況

調査票3 会員 会員個別の被災状況
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調査対象数-支部・施設・会員-
（平成23年4月1日時点の会員データを使用）
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県協会 支部
会員の所属する
施設（件）

会員（人）

岩手
大船渡・釜石

63 1,305
久慈・宮古

宮城

仙南・岩沼

176 5,233
塩釜・石巻

気仙沼・仙台東

仙台南（若林区）

福島
いわき・相双

180 6,919
県南・郡山

合計 419 件 13,457人
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施設の被災状況（重複回答含む）
被災
状況

県協会

全壊
流失

半焼
・

半壊
傾斜

床上
浸水

避難
指示

（原子力発電所事
故によるもの）

その他
（無事・無回答

を含む）

岩手 6 1 0 2 0 48

宮城 11 3 5 9 0 129

福島 2 13 4 2 8 133

合計 19 17 9 13 8 310

H23.7.31 現在
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施設における看護職員の安否状況
安否
状況

県協会

無事 死亡 行方不明
その他

（年度末退職、
脱会など）

岩手 1,207 6 1 23

宮城 4,303 9 2 186

福島 5,973 2 0 188

合計 11,483 17 3 397

H23.7.31 現在
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施設における看護職員の居住状況
居住
場所

県協会

自宅
避難所
県内

避難所
県外

親類宅
県内

親類宅
県外

その他
（借家、賃貸アパート、

公舎、仮設住宅、
病院内など）

岩手 1,026 26 0 51 2 132

宮城 3,788 46 0 82 11 573

福島 5,531 36 24 27 42 473

合計 10,345 108 24 190 55 1,178

H23.7.31 現在
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施設における看護職員の状況（非会員を含む）
安否
状況

県協会

看護職員数 震災の影響による異動

H23.3.1 H23.5.1 退職 休職 死亡 行方不明

岩手 2,012 1,968 14 9 9 1

宮城 7,589 7,634 87 27 19 8

福島 9,002 8,796 280 325 4 0

合計 18,603 18,398 381 361 32 9

H23.7.31 現在


